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山口湾西部地区

10.備後・阿哲・成羽台地

10-1.草間台地

(1) 地形・地質

草間台地は阿哲台地の一部で，標高 350-500mの緩やかな起伏をもった山頂平坦面である。

小阪部川の三河川が刻み，比高差 200-300m の急建を形成してい佐伏川，その周囲は高梁川，

る。 山頂平坦面と急崖 とをあわせ草間台地と呼ぶ。

山頂平坦面の凹地カレンフェノレトがとこ ろどころにみられ，台地にはカノレス ト地形が発達し，

谷のいやには常に小河川が流入して

一部に粘板岩，輝緑凝灰岩を挟み， 三郡変成岩，石英政E

岩 も分布している。 古生屈の地質構造は北側に傾斜する単斜椛造で、あ る。 台地のほぼ中央部に，

にはドリ ーネや吸込み穴が分布している。吸込み穴のうち，

L、る。

地質は古生層の石灰岩が主であるが，

これを境として，便宜上，北部石灰岩台地と南部石灰岩台東西に古生層の非石灰岩相が分布し，
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土tl!.に区分できる(図2-7-30)。

(2) 地下水

湧泉は，古生層の粘板岩と石英斑岩脈との境に 1つ分布するほかは，石灰岩の地域に分布する

カノレスト泉が現在 27カ所発見されている。これらのうち，弁天穴は小洞穴，庄吾f!鳥，草間中学

の水源は吸込み穴の深部で湧出している地下泉である。一般に台地上に分布するカノレスト泉は石

灰岩の亀裂や割れ目から湧出する小型のもので，地元民は汲川(く みかわ〕と呼んでいる。急崖の

カノレス ト泉は大型で，石灰洞より湧出する 傾向がある。いゃあなヘ養鱒場の湧水，ひのくち，

いやだにおよび井倉洞は石灰洞より湧出し， しおたきは間駄冷泉である。吸込み穴の深部を探索

すれば，地下泉を発見できる場合がある。

台地のi湧泉の湧出量を測定し，階組別に分類し，地質との関係をまとめたのが表 2-7-28であ

る。

表 2-7-28 1車問台地の湧泉の湧出量と地質別の分類表

199泉の
湧出iLi;による|断悶リの湧泉数と湧出量 (I/s)

総初出量 湧平均出量値
湧 泉 数

地質区分
階級 4/階級 5/階級 6/階級 7 t/ s I/s 

石 灰 岩
4 5* 9* 5 23 138 6.0 
(112め (22.0) (2め (0.3) 

石英斑岩
1 1 0.2 0.2 

(0.2) 

昔十 |4 I5110  15 24 5.8 
(112め (22.0)I (3.0) 

*は地下泉 3を含む。 湧出iLi;の実測が不能のカノレスト泉4カ所は表 2-7-28より除いた。

1964年 6月10-15日測定資料による。

31rnm吋・ nnm
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j湧出:lli: 1l /s 

図 2-7-31 草間台地のカノレスト泉の湧

出量頻度分布図

この表から，草間台地では， カ

ノレスト泉がほとんどを占め，その

湧出量の平均値は階級5に属する

ことがわかる。 カノレスト泉の湧出

量;頻度分布は図 2-7-31のとおり

である。

i湧泉数，湧泉i湧出量を標高別に

まとめる と， 図 2-7-32のように

なる。
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湧泉数は標高 360-460 m の

ものが 66.7%(16ヵ所〉を占め，

標高 140-340 m のものが 33.'>

% (8ヵ所〉を占める。湧出量

は標高 360 ~ 460 m のものが 26

% (361/5)を占め，標高 140-

340 m のものが 74%(102.21/s) 

を占める。すなわち，湧泉数で

は台地上 (標高 360~460 m)のも

500m のが優勢であるが，湧出量では
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山腹(標高 140-340m)のもの

が優勢である。

一般に，湧泉の水質は，外観では，すべて無味，無臭，無色である。 1964年 6月 10-15日間
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図2-7-33 草間台地の湧泉の標高知Jの電気伝導度 ・水温

の測定値を図 2-7-33に示す。

10-2.成羽台地

(1) 地形・地質

成羽台地は標高 300-500 m の緩やかな起伏をもった山頂平坦面であり，台地の周囲のうち，

西部および南部は成羽川が，東部は成羽川の支流が刻み， 比高差 300-350 m の急崖を形成 し，

北部が山地に隣接 している。 山頂平坦面と急崖をあわせ成羽台地と p乎ぶ。

成羽台地の中央部から西部にかけてカノレスト地形が発達し， カレンフエノレトがところどころに

みられ，山頂平坦商の凹地にはドリ ーネが分布している。カノレス ト地形の発達の程度は草間台地

より貧弱である。
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地質は古生層の石灰岩のほか粘板岩，砂岩，中生層の硯石層群，成羽層群，花商岩，安山岩，

第三紀層(山砂利層様のもの も含む〉が分布している。古生層の地質構造は東西性の向斜il油をもっ

向斜構造ないし盆状構造である。成羽台地は，非石灰岩相を下位層とする厚い石灰岩に よって構

成され，その上を中生層，安山岩類が覆い，一部に花向岩の遊入がみられる。さらに，これらを

覆って，第三紀層が部分的に分布している。したがって，成羽台地の石灰岩は台地上の低地や谷

壁に分布し，台地の山頂には異種の地層や岩石が分布する傾向がある。このことが成羽台地のカ

ノレスト地形の発達の程度に大きく影響している。

(2) 地下水

湧泉は 54カ所発見され，そのうちカノレスト泉は 47カ所である。 一般に， カノレスト泉は石灰岩

の亀裂や割れ目から湧出する小型のもので，汲川と呼ばれている。 →森だいしの泉，仏の甲は石灰

岩の小洞穴から，ごーさまの泉は石灰洞から湧出している。しらたき，岩屋は石灰洞の位置より

も低いところから湧出している。しかし，幕開台地と異なり，石灰洞と関係のあるカノレスト泉が

大型であるという傾向は認められない。長地の簡易水道 活

は浅井戸である。カノレスト泉以外の湧泉のうち，小泉鉱 泉

山の廃水は安山岩，三豊鉱山の廃水は花闘岩と石灰岩の 数
~ ln nrJ~lìhhrll n 

10 

接待1t部に掘削された坑道の坑口から湧出する ものである。 初出量Q/s 

まえはらの井戸は浅井戸で，安山岩の崖錐帯に分布して 図2-7-35 成羽台地のカノレス ト泉の

いる(図 2-7-34)。 湧出量頻度分布図

台地の湧泉の湧出量 (1965年 3月4-8日測定〉と地質の関係をまとめると，表 2-7-29のとお

りである。
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図2-7-36 成羽台地の標高別の湧泉湧出量 ・湧泉数

表 2-7-29のよう に，成羽台地では， カノレス ト泉がほとんどを占め，その湧出量平均値は階級

6に属す ること がわかる。カノレス ト泉の湧出量頒度分布は図 2-7-35のとおりである。
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成羽台地地区の湧泉の際高別の電気伝導度 ・水温

一般に外観では，すべて無味，無臭，無色で，鉱山廃水も比較的良好で、あった。

1965 年 3 月 4 ~ 8 日間の測定値を図 2-7- 37 に示す。

カ ノレスト泉は， 火 山の湧泉ほど量的に多くないが. ~水地幣とされてきた中国山地の中で，特

図2-7-37

泉の水質は，

その資源の保全を図ら今後，多Kな湧泉地帯と して人々に親しまれ，利用されてきた地帯であり，

ねばならない。

(清水欣一〉
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